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懇親会二次会

の会場風景

安田：ＪＳＣＡにはどんな感じをお持ちですか？。

宇野：有り難いと思っています。よく呼ばれて挨拶させられる

けど、一番大事な会だよね。ちゃんと建築家として存在するた

めの、バックボーンではないですか。例えば東京国際フォーラ

ム有りますよね、ラファエル・ヴィニオリがああいう設計した

ってね、渡辺邦夫という人がいないとあんなガラスの箱はでき

ませんよね。非常に知的な作業だと思います。そういうことや

ってくれるのは、構造屋さんですよね。とりもなおさずＪＳＣ

Ａのメンバーってことになります。僕らはアイデアを出すけれ

どいっしょに考えてかなえてくれるのはＪＳＣＡのメンバーっ

て思います。（拍手）

　今日はそういう意味でね、ジエノバのねレンゾ・ピアノの写

真を見て下さい。彼は海の中に基礎を造り、ワイヤーを逆に引

っ張って、遠くから見てこれがじゃまにならないんですよ。海

の中だからこれがマストに見えます。こういうのはね、構造デ

ザインですよ。素晴らしいよね。構造は素晴らしいと思う。

　もしかしたら僕もなっていたかもしれないけど、デザインの

方にね来ちゃった。これと同じような緊張感は国際フォーラム

の柱にもあると思うね。ガラスの箱にね。

安田：現状の問題ですが、ＪＳＣＡと建築家協会のコラボでい

かないと停滞が打破できないんじゃないのっていう危惧があり

ます。

　構造技術者の不足というか、余計な仕事が増えたことでの停

滞の対策案ですが、市役所の掲示板に、譲ります・譲って下さ

いってありますよね。構造も建築家もね、そういったメッセー

ジを発信・受信する場が欲しいですね。

宇野：そうですね、普段の交流はもっとあっていいのかなっ

て。さっきも言いましたが顔が見えないとね。意匠の人でもね

あの人何やってるんだろうか。あいつあんなのが好きなんだ、

こういうの得意なんだとか。お互い刺激するっていうか、そう

いう場があるといいですね。

安田：ホームページを活用できませんか。ＪＳＣＡのＨＰ委員

長の加藤さんがいますけど。

加藤：構造側からも、こういう案件が得意だとか、こういうこ

とで困ってるとか、誰か手助けしてくれませんかとか。両方見

て分かるようなね、一つそういうページを作ってみようか。

宇野：ＪＳＣＡどこで会議されてます？。ダブルこと考えませ

んか。今度銚子の五重塔の見学会有りますが、人数多いからＪ

ＳＣＡと意匠屋さん別の日になったって。これを半々にすると

かね。お互いの視点があるから。交流することがいいかもね。

安田：交流方法の具体論をお願いします。

宇野：耐震でもパターン化できないものがでてきたとき、お互

いのスムーズな協力が必要になります。事務局の出入りももっ

と開放的にして、意見交換しやすくするといいですね。

　それと設備の人なんかもいましてね、県の指導課、営繕課、

施設改修課等と話し合っています。士法や景観の問題だとか、

設計料率や期間の問題だとか。建築会館に設備屋さんも入って

くればね、話が見えやすいと。あと若い人の育成が必要です

ね。

　一緒に、年何回か決めて、今週は構造やろうとか講習会の開

催。優秀な講師いっぱいいらっしゃるから。まずは知り合うこ

とが必要ですね。

（中略）

富島：免震のことをちょっと、君津に中央病院できてね。あれ

が免震で、こっち方面に免震が普及するかなと期待してました

が進まない。知り合いの病院関係者に免震を宣伝してるけど、

宇野さん達のお力があって病院に免震が広がってゆけばと期待

しています。

笘谷：この前東

北の病院が免震

構造でしたが、

病院は医療機器

が高価なので免

震がいいよね。

宇野：進まない

のはねコスト、

そして手続きの

時間。病院の場合は時

間が勝負なんですよ

ね、民間の場合は。ス

タートしたらいかに短

時間で仕上げようということがあります。免震はいいものだけ

ど、制度にスピードがない。

　いま医療費が非常に低いので、経営も大変。免震にしたら国

から補助がでてコストが９５％でできるとか、ＪＳＣＡもその

辺のことをやれたら良いかもしれませんね。

富島：私立病院といえども準公的建物ですよね。

笘谷：耐震診断・改修に補助だすのと同じじゃないかな。地震

の時に被災して機能しないっていうのじゃ困る。

宇野：ここの病院の場合、免震も検討したけど、コスト、時間

の問題でできなかったのです。他が潰れてもここだけは残そう

と言うことで構造耐力を２５％アップしました。

（テイータイム）

安田：では結論で無くてよいですが、最初にお願いした話題に

移ります。

笘谷：ＪＩＡの中で構造設計者不足の問題はありませんか？。

宇野：ありますね。こないだ、ある人が構造設計者を求めて全

国の事協に聞き回ったとか。僕らは実施設計やらないといけな

いから。仲間内でも耐震診断に人を捕られて構造設計者がいな

い、これじゃ困るよね。

笘谷：構造やってても、パートナーとして責任を分担してやっ

ていけるような人と仕事したい。あまりいなかったので。

安田：パートナーシップでやってこれた所は多くないと思いま

す。大部分は下請けでやらざるを得ないのね。（時間的に助言

できない状態も多い。）

富島：一般論の話、仕事はいつもあそこに頼めばなんとかやっ

てくれるっていう信頼感が薄れてきていて、今回は勘弁してと

かそういう。忙しいけどなんとかやってくれるよっていうのが

薄れている。

加藤：仕事が多すぎるんですよ。付き合いのある方っていうの

は優先しますが、この仕事をこなすだけでも大変。圧倒的に人

員が足りない。特に若い人が。

安田：交流する上では飲み会が必要じゃないかなと（笑）。

富島：役員会ある時は、だいたいは飲み会。月に１回は勝手な

ことを言い合ってます。

加藤：おおいにやったら良いですね。

宇野：だからそういう交流しながら若い連中を巻き込んで一丁

やろうかって。どうしたらいいんでしょうね。

加藤：そのためには我々、年上連中がしっかりチームワークを

くまなければいけないと思います。その中で青年部会的なもの

を作って、ね。

安田：会長にはインタビュー受けたよって報告して頂けたら、

交流のきっかけができると思います。今日は長時間、有り難う

御座いました。　　　　　　　　　　　　　　（広報委員会）

　　セスナ機がくぐれそうな　　

「袖ヶ浦さつき台病院」の立体橋

会員委員会定期便　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＪＳＣＡ千葉「見学会」を１０月頃に予定しています。

（明智・斉藤・椙山・榊原・笘谷）　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　(一面からの続き）

■記念講演会について

  平成20年6月6日の午後3時～5時までは記念講演会として（社）

日本建築構造技術者協会会長  木原碩美氏による「構造設計者の

資格制度とJSCAの将来」というテーマについて講演を頂いた。参

加者は100人であった。

  講演の前半では「耐震偽装事件と建築行政改革の概要」につい

て　　　　　　　

　　・構造計算偽装事件概要

　　・事件再発防止建築行政改革

　　・審議会報告書とJSCA総括

について講演を頂いた。　　　　　　　　　　　

　後半では、「建築構造設計者資格制度とJSCA」について

    ・資格問題の経緯

    ・一級建築士の業務独占権限

    ・偽装事件後改革と構造設計一級建築士

    ・構造設計者の資格

    ・新資格制度移行期の処置

    ・新資格制度　今後の予定

    ・事件再発防止改革を経て今思うこと             

    ・改革の画龍点晴のためのJSCAがなすべきこと

    ・JSCAの将来と資格制度

    ・JSCAの将来

    ・報酬問題

等について講演を頂いた。

　姉歯事件以来の再発防止建

築行政改革におけるJSCA案の

提示と他団体との攻防が如何

に困難を極めたかを十分理解

できる説明を頂いた。

  また、以下のような質疑が

なされた。

・業界は細分化、分業化され

ている。構造種別、建物用途

、工法   などにおける専門性

を考え、JSCA認定の専門家を

設けることも必要ではないか

。

  ― 今後考えてゆくべきこ

とと認識している。 ―
・構造計算等のプログラム作

成エンジニアも構造技術者ではないのか。

　―　取り扱いについて申し入れをしてゆく。―

   ・構造設計者に対する報酬規定の見直しとともに、その規定　

　 を如何にしたら順守することができるかを考える必要があ　　 

る。

   ―関係者が十分認識をしてゆくことが必要である。 ―
   ・適合性判定におけるクレームが多い。特に回答ができない   

    ような無理な質疑があるとの連絡を受けている。

   ―適合性判定に対する問題がありましたら、JSCA本部にFAX  

    でも結構ですので申し入れをしてください。―

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（園部　隆夫）

　　　　　

　銚子市の飯沼観音五重の塔造営の工事の見学会

　　　　　　　　有限会社西原建築設計事務所　西原　忠

平成20年８月1日午後2時現地に集合し、まず現場事務所にて大

成建設の所長さんより説明を聞く。私は故郷でもあり、子供時代

にはたくさんの思い出があるこの飯沼観音に五重の塔が建つと聞

いて大変興味深く聞いた。

主体構造は鉄骨造で木造の屋根と壁等の周辺部を支える床（コ

ンクリート）と鋼管の柱及び鉄骨梁架構によって組み上がってい

る。

　工事は既に木工事が最上層の屋根部まで進んで、造作は総吉野

檜造で最終段階に来ているようだ。屋根工事や、塗装工事又装飾

物も下から進んでいる。工事は今年一杯で完了とのこと。

　次に現場の見学に入った。屋根の架かった独特の仮設でいつも

とは違っていて少し緊張気味であったが、気さくな感じで所長さ

んが説明をしてくれたので、かなり気楽に質問ができた。

　木造の木組みや装飾的な話しなどが多く、構造的にはほとんど

質問が出なかったものの、木の持つ軽やかさや、繊細さまた美し

さも感じられ、学生時代に始めて受けた授業のような感動を受け

たのは自分だけではなく、かなり皆さんも興奮気味の感を受けた

ように思いながら現場を後にしました。

　（追記）私個人としては、全て木造で作って欲しかったが、地

図に載る仕事ということで、全力を傾けていた所長さん以下、職

人さん達の姿も輝いて見えた。きっと立派な塔が完成して来年の

正月には、近郷近在から五重の塔のお参りで大賑わいになるのが

目に浮かぶ。もちろん私もお参りに行くつもりです。 　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

最上層（北側には利根川が望める）九輪は未施工

懇親会で挨拶される木原会長

 


